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論 文 題 目 行動選択における反応間間隔と遅延時間の影響 ―期待報酬量が一定の状況での反応間間
隔分布と系列依存性および遅延価値割引判断について― 
審査要旨 
現代社会では，実際に行動した直後にその報酬を受け取ることはほとんどない。むしろ，しばらく
経ってから報酬を獲得する方が多い。報酬を獲得するまでの時間には固定的で変更することができな
い遅延と，自由に変更することのできる一種の待ち時間の 2 種類がある。本論文において著者は，学
習実験パラダイムの下で前者の時間を「強化遅延時間」，後者の時間を「反応間間隔（IRT: 
interresponse time）として，時間経過に伴う報酬量や獲得できる確率・報酬価値の変化が人間の行
動選択や判断に与える影響を実験的に明らかにすることを試みた。 
 論文全体の構成は研究 1，研究 2，研究 3の 3 つからなり，計 9つの実験を含んでいる。研究 1と研
究 2は IRT に関する計 5 つの実験から構成され，フリーオペラント実験パラダイムを用いて，基礎的・
行動的データから時間が行動に与える影響を検討している。研究 3 は強化遅延時間を扱う 4 つの実験
から構成され，遅延価値割引実験パラダイムを用いて，応用的・選択データから時間が価値判断に与
える影響を検討している。 
 研究 1「反応間間隔と報酬量についての実験心理学的研究」では報酬量が IRT に応じて増加する強
化スケジュールを用いて，報酬量・強化確率が IRT の長さに与える影響を 2 つの実験によって検討し
ている。実験の結果，IRT の長さによって単位時間当たりの報酬量が異なる場合には，報酬量が最大
となる IRT 付近での反応が見られるが，IRT の長さに関わらず単位時間当たりの報酬量が一定の場合
には，強化確率によって選好される IRT の長さが変わることが示された。 
 研究2「反応間間隔の系列依存性についての実験心理学的研究」では IRTに応じて強化確率が上昇する強化
スケジュールを用いて，選好される IRT の長さおよび IRT 系列依存性・IRT 変動性を 3 つの実験によって調べて
いる。実験の結果，被験者によって選好される IRT の長さが異なること，IRT 系列依存性が認められることが示され
た。また IRT のばらつきである変動性も強化スケジュールによって操作可能であることが示された。 
 研究 3「遅延価値割引における利子率・インフレ率の効果についての実験心理学的研究」ではシミュレーション
ゲーム的な実験課題を用い，遅延時間と報酬量の選択において，名目利子率・インフレ率という経済学的要因がど
のような影響を与えるかを 4 つの実験で検討している。実験の結果，名目利子率が一定であるため客観的には同
一の判断をするべきであっても，インフレ率によって遅延価値割引判断に違いが見られることが示された。またイン
フレ率が一定の状況での名目利子率の効果，および実質利子率が一定である場合での名目利子率・インフレ率の
効果が見られた。 
 いずれの研究においても，本論文提出者自らが考案した実験手続きと，得られた結果から推定され
るモデルの提案が含まれている。研究 1 と 2 において使われた手続きは基本的には過去にもその元と
なる発想はあったが，ヒトでの研究ならびに報酬量や強化確率を積極的に制御したものはない。比較
する一方の条件を，どのような IRT でも単位時間当たりの報酬量が変わらないものを使ってベースラ
インとする点については，大変興味深い手法である。 
 また研究 3 で用いられた購買シミュレーション実験は，学習過程の中に選択課題を埋め込むという
方法がとられており，心理学分野の実験的研究らしい手堅さを認めることが出来る。一方，モデルに
ついても，この領域における伝統的な諸モデルを踏襲し，発見された事実を説明できるように変更を
加えた比較を行っている。 
 以上のように，時間と強化についての「判断」や「選好」という意思決定論から見ても関心の深い
問題を，斬新な方法で明らかにしようとした点に大きな価値を認めることができる。しかし，モデル
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構成の重要性は言うまでもないが，本論文では，すべてポストホックに複数のモデルが作られてデ
ータとの適合性に関しての考察がなされているだけで，モデルが予測する特異的行動を引き出すよう
な実験が企画されているわけではない。また，3 つの実験の手続き的な－貫性が弱い点や，研究 3 で
の学習過程での行動はまったく実験操作と関連づけられていない（もしくはできない）点も問題とし
て残る。 
個体差と「制御しない」条件との関係，選好もしくは選好形成と行動の形成の違い，ランダムな反
応生起を生み出す過程と反応間時間分布との関係，反応間時間と強化遅延との関係など，本論文で取
り扱われた実験から派生する数多くの問題があるが，これらは，実際には今後さらに実験的に分析さ
れる必要があるだろう。 
このように今後に向けての課題は残しているが，関連する諸領域の研究に目を通し，それを把握し
た上で新しい分野を切り開こうとした意欲的な研究であることは審査員全員が認めるところである。
よって，本論文は，博士（文学）早稲田大学の学位を授与するに価するものと判断する。 
以上 
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